

























































（４） Weissmann, op.cit., SS.8f.
（５） ヴァイスマンはすでに数篇のモーラー論を著し、またモーラー80歳記念祝
賀論集の編者にもなっている。次を見られたい。Karlheinz Weissmann, “Armin
Mohler“, in: fragmente, (1984) 75, SS.36–44, ders., “Armin Mohler“, in: Criticón 15
(1985) 88, SS. 58–62, ders., Art. >>Armin Mohler<<, in: Caspar von Schrenck-
Notzing (Hrsg.), Lexikon des Konservatismus, Graz und Stuttgart, 1996, SS. 381f.,
ders., “Der Regenpfeifer ist verstummt. Zum Tod des konservativen Essaysten und
Politikwissenschaftlers Armin Mohler“, in: Junge Freiheit, Nr. 29/03, 11. Juli 2003,
S. 10, und Karlheinz Weissmann/Ellen Kositza/ Goetz Kubitschek (Hrsg), Lauter 
Dritte Wege. Armin Mohler zum Achtzigsten, Edition Antaios, 2000.
なお評者は未見であるが、アルミン・モーラーの伝記には、本書以外にモノ
グラフィとして次のものがある。Thomas Willms, Armin Mohler. Von der CSU 


























“Nachlaß Karl O. Paetel”, Archiv der deutschen Jugendbewebung, Burg Ludwig-
stein, “Nachlaß Armin Mohler” und “Nachlaß Friedrich Sieburg”, Deutsches Litera-
turarchiv Marbach, “Nachlaß Ervin Jaeckle” und “Nachlaß Benno Schaeppi”, Archiv
für Zeitgeschichte der Eidgenössischen Technischen Hochschule Zürich, und Archi-
valien im Privatbesitz von Frau Edith Mohler und Karlheinz Weissmann. なお彼は、
モーラーに関する資料収集の一環としてシュタージ資料にもあたったものの、
見るべきものはなかった、という。Weissmann, Armin Mohler, S.10.
（７） モーラーの主著『保守革命』（初版1950年）は、長期間に及ぶ継続的な資料
補充のために改訂が重ねられ、最終的に次の2巻本にまとめられた。Armin
Mohler, Die Konservative Revolution in Deutschland 1918–1932. Ein Handbuch,


















































































































かりなのです、と。」Weissmann, Armin Mohler, SS.164f.












































































































































































Cf., Elliot Y. Neaman, A Dubious Past. Ernst Jünger and the Politics of Literature after 










































































































を伴う、保守的態度が存在するだけなのです。」Ibid., S. 173. モーラーの理論的
試みに関するヴァイスマン自身の評価は、このゲーレンの立場に近いように思
われる。
299（520）
ゆえに、「モーラーほど激しく自らの陣営（「上品な保守派」）に論争を
挑んだ者はいなかった
（29）
。」またそうであるがゆえに、モーラーほど戦後ド
イツの保守陣営の中で孤立を余儀なくされた者はいなかった、とも言え
よう。
本書を締めくくるヴァイスマンの次の文章は、モーラーの保守革命思想
の本質に関する彼の―共感を含んだ―解釈を、はっきりと示している
ように思われる。「モーラーの死とともに、戦後保守主義の歴史における
一時代が終わった。彼は、右派知識人の誰よりも強く、この歴史に影響を
及ぼした。モーラーは、その年齢ゆえに、1945年以後の展開の全てを体
験した人間の一人である。……しかし他方でモーラーは、最初からこの展
開に対して一定の距離を保った。それは、一方で彼のスイス人としての立
場と関わるが、他方であらゆる復古的な構想に対する彼の原則的な懐疑と
関わる。彼は、『諸身分』や『市民性』や『西洋』などが今なお生産的な
力となりうるとは決して信じなかった。……しかしそれにもかかわらず、
彼は、『グランドホテル深淵』の客となることを避け、たとえどんな状況
においても何とかして実質に辿り着くことができる、という希望を持ち続
けた。これが、彼の芸術と文学、政治と歴史との取り組み全体を貫く、赤
い糸である。そしてこれこそが、『保守革命』の中に彼が見出した希望で
あったのである
（30）
。」
（29）Ibid., S.179.
（30）Ibid., SS.231f.
